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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通常は常に表示を継続する機器に利用されるメモリ性液晶表示装置であって、
　第１の透明基板、第２の透明基板、前記第１及び第２の透明基板の間に挟持されたメモ
リ性液晶、前記第１又は第２の透明基板上に形成され前記液晶を駆動するための複数の電
極を有する液晶パネルと、
　前記液晶パネルの周囲の明暗状態に関連する情報を出力するセンサと、
　前記複数の電極に印加される駆動電圧を制御することによって、前記センサからの出力
に応じて、前記液晶パネルの周囲が暗状態であると判断した場合に、前記液晶パネルを反
転表示させるように制御する表示制御部と、
を有することを特徴とするメモリ性液晶表示装置。
【請求項２】
　前記センサは、照度センサである、請求項１に記載のメモリ性液晶表示装置。
【請求項３】
　前記センサは、水深センサであり、
　前記表示制御部は、前記水深センサが任意の深度を越えたことを示す場合に、前記液晶
パネルの周囲が暗状態であると判断して前記反転表示を行う、請求項１に記載のメモリ性
液晶表示装置。
【請求項４】
　さらに、少なくとも前記液晶パネルに電力を供給するための光発電素子を有し、
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　前記センサは、前記光発電素子の発電量を検出する発電量検出センサであり、
　前記表示制御部は、前記発電量検出センサが発電量が任意の値より小さくなったことを
示す場合に、前記液晶パネルの周囲が暗状態であると判断して前記反転表示を行う、請求
項１に記載のメモリ性液晶表示装置。
【請求項５】
　前記表示制御部は、前記液晶パネルの全ての画素の表示状態を、白表示と黒表示のうち
、どちらか一方の表示状態となるようにして反転表示を行う、請求項１～４の何れか一項
に記載のメモリ性液晶表示装置。
【請求項６】
　さらに、反転表示用の表示データを記憶するためのメモリを有し、
　前記表示制御部は、前記センサからの出力に応じて、前記反転表示用の表示データを前
記液晶パネルに表示することによって反転表示を行う、請求項１～５の何れか一項に記載
のメモリ性液晶表示装置。
【請求項７】
　さらに、前記液晶パネルに電力を供給するための電源部を有し、
　前記表示制御部は、前記電源部で発生した電圧の極性を反転する機能を有し、前記セン
サからの出力に応じて前記電源部で発生した電圧の極性を反転することによって反転表示
を行う、請求項１～６の何れか一項に記載のメモリ性液晶表示装置。
【請求項８】
　前記表示制御部は、前記センサの出力に応じて、前記液晶パネルの前記反転表示を終了
し、通常の表示状態へ復帰させるように制御する、請求項１～７の何れか一項に記載のメ
モリ性液晶表示装置。
【請求項９】
　さらに、時刻情報を受信するための電波時計部と、前記電波時計部の受信状態を検出す
る受信状態検出センサとを有し、
　前記表示制御部は、前記受信状態検出センサが前記電波時計部が時刻情報を受信してい
ないことを示す場合にのみ前記反転表示を行う、請求項１～８の何れか一項に記載のメモ
リ性液晶表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、メモリ性液晶を用いた液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　メモリ性液晶は、複数の光学的な状態を有し、電圧を印加しなくても特定の状態を保持
し続ける特性（メモリ特性）を有する。したがって、メモリ性液晶を液晶表示装置に用い
た場合、電圧を印加しなくても所定の表示を保持し続けるように制御することが可能であ
る。このような特性を利用し、強誘電性液晶等のメモリ性液晶を用いた表示パネルにおい
て、表示を変更する必要がある部分にのみ走査電極の駆動を行い、表示を変更する必要が
無い部分については走査電極の駆動を行わないように制御することが知られている（例え
ば、特許文献１）。
【０００３】
　しかしながら、一般にメモリ性液晶を所定の表示状態のまま放置しておくと、その後表
示状態を書き換ようとした時に、前の表示状態が消えずに残ってしまうという焼きつき現
象が発生する。このような焼きつき現象を抑えるために、スリープモード時などの操作者
が表示を見ない期間に、明表示と暗表示とを周期的に反転させ、焼きつき現象を防止する
ことが知られている（例えば、特許文献２）。
【０００４】
【特許文献１】特開平２－１３１２８６号公報（第１１、１２頁、第１２図）
【特許文献２】特開平１０－１０４９６号公報（第２、３頁）
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　メモリ性液晶表示装置を用いた場合、常に時刻表示を行っているため、焼きつき現象を
適切に防止することができなかった。
【０００６】
　そこで、本発明は、通常は常に表示を継続するような機器にメモリ性液晶表示装置に用
いた場合にも、適切に焼きつき現象を防止することが可能なメモリ性液晶表示装置を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明に係るメモリ性液晶表示装置は、通常は常に表示を
継続する機器に利用されるものであって、第１の透明基板、第２の透明基板、第１及び第
２の透明基板の間に挟持されたメモリ性液晶、第１又は第２の透明基板上に形成され前記
液晶を駆動するための複数の電極を有する液晶パネルと、センサと、複数の電極に印加さ
れる駆動電圧を制御することによってセンサからの出力に応じて液晶パネルの周囲が暗状
態であると判断した場合に液晶パネルを反転表示させるように制御する表示制御部とを有
することを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明に係るメモリ性液晶表示装置では、表示制御部は、液晶パネルの各画素の
表示状態を全て反転させるようにして反転表示を行うことが好ましい。ネガポジ反転表示
することによって、液晶の焼きつき現象を防止しようとするものである。
【０００９】
　さらに、本発明に係るメモリ性液晶表示装置では、表示制御部は、液晶パネルの全ての
画素の表示状態を、白表示と黒表示のうち、どちらか一方の表示状態となるようにして反
転表示を行うことが好ましい。全黒表示又は全白表示することによって、液晶の焼きつき
現象を防止しようとするものである。
【００１０】
　さらに、本発明に係るメモリ性液晶表示装置では、反転表示用の表示データを記憶する
ためのメモリを有し、表示制御部は、センサからの出力に応じて、反転表示用の表示デー
タを液晶パネルに表示することによって反転表示を行うことが好ましい。反転表示用の表
示データを用いて反転表示することによって、液晶の焼きつき現象を防止しようとするも
のである。
【００１１】
　さらに、本発明に係るメモリ性液晶表示装置では、少なくとも液晶パネルに電力を供給
するための電源部を有し、表示制御部は、電源部で発生した電圧の極性を反転する機能を
有し、センサからの出力に応じて、電源部で発生した電圧の極性を反転することによって
反転表示を行うことが好ましい。電圧の極性を反転する機能を用いて、液晶の焼きつき現
象を防止しようとするものである。
【００１２】
　さらに、本発明に係るメモリ性液晶表示装置では、表示制御部は、照度センサが液晶パ
ネルの周囲が暗状態にあることを示す場合にのみ反転表示を行うことが好ましい。照度セ
ンサからの出力に応じた液晶パネルの周囲が暗状態にあるか否かの判別を、反転表示を行
うための条件の１つとして定めたものである。
【００１３】
　さらに、本発明に係るメモリ性液晶表示装置では、表示制御部は、水深センサが任意の
深さ以上の深さを示す場合にのみ反転表示を行うことが好ましい。水深センサからの出力
に応じた液晶パネルの周囲が暗状態にあるか否かの判別を、反転表示を行うための条件の
１つとして定めたものである。
【００１４】
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　さらに、本発明に係るメモリ性液晶表示装置では、表示制御部は、受信状態検出センサ
が電波時計部が時刻情報を受信していないことを示す場合にのみ反転表示を行うことが好
ましい。受信状態検出センサからの出力に応じた受信か否かの判別を、反転表示を行うた
めの条件の１つとして定めたものである。
【００１５】
　さらに、本発明に係るメモリ性液晶表示装置では、表示制御部は、充電状態検出センサ
が電源部が十分な充電量を有することを示す場合のみ反転表示を行うことが好ましい。充
電量検出センサからの出力に応じた充分な充電量があるか否かの判別を、反転表示を行う
ための条件の１つとして定めたものである。
【００１６】
　さらに、本発明に係るメモリ性液晶表示装置では、表示制御部は、発電量検出センサが
発電量が任意の値より小さくなったことを示す場合のみ反転表示を行うことが好ましい。
発電量検出センサは、光発電素子の発電量をモニタしているが、光発電素子に光が当らな
くなると発電量が低下することから、照度センサと同様な働きがあることを利用したもの
である。
【００１７】
　さらに、本発明に係るメモリ性液晶表示装置では、表示制御部は、センサの出力に応じ
て、液晶パネルの反転表示を終了し、通常の表示状態へ復帰させるように制御することが
好ましい。反転表示を行うための条件が解除されたら、通常の表示状態に復帰させるよう
にしたものである。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、通常は常に表示を継続するような機器において、メモリ性液晶表示装
置の焼き付け現象を適切に防止することが可能となった。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下図面を参照して、本発明に係る液晶表示装置１００について説明する。
【００２０】
　最初に、強誘電性液晶を例にして、メモリ性液晶について説明する。メモリ性液晶とは
、複数の光学的な状態を有し、電圧を印加しなくても特定の状態を保持し続ける特性を有
する液晶を言い、例えば強誘電性液晶やコレステリック液晶が該当する。
【００２１】
　強誘電性液晶分子は、電界等の外部からの影響に応じ、円錐（液晶コーン）の側面に沿
って安定した２ヶ所の位置の何れかの位置を取る。強誘電性液晶を一対の基板間に挟持し
、液晶表示装置として用いる際には、強誘電性液晶に印加する電圧の極性に応じて、強誘
電性液晶分子が前述した安定した２ヶ所のいずれか一方に位置するように制御する。２ヶ
所の安定した位置の一方を第１の強誘電状態、他方を第２の強誘電状態と言う。
【００２２】
　図１に、強誘電性液晶１０を用いた液晶パネル２０の構成例を示す。図１において、偏
光板１５ａ（偏光軸の方向をａ）及び１５ｂ（偏光軸の方向をｂ）をクロスニコルに合わ
せて配置した。また、第２の強誘電状態における強誘電性液晶１０の分子の長軸方向を偏
光軸ａと一致させるように配置した。したがって、第１の強誘電状態の場合の液晶分子の
長軸方向は、図１に示されるように、液晶コーンに沿った他の位置となる。
【００２３】
　図１に示すように、偏光板１５ａ及び１５ｂと強誘電性液晶１０を配置し、印加電圧の
極性を変化させて、強誘電性液晶１０を第２の強誘電状態とした場合（強誘電性液晶１０
の分子の長軸方向が偏光板１５ａの偏光軸ａと一致した場合）、光は透過せず、液晶パネ
ル２０は黒表示（非透過状態）となる。また、印加電圧の極性を変化させて、強誘電性液
晶１０を第１の強誘電状態とした場合（強誘電性液晶１０の分子の長軸方向が、偏光板１
５ａの偏光軸ａ及び偏光板５１ｂの偏光軸ｂの何れとも一致しない場合）、液晶分子の長
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軸方向が偏光軸に対してある角度を持って傾くため、例えばバックライトからの光が透過
し、液晶パネル２０は白表示（透過状態）となる。なお、表示を行う場合には、バックラ
イト以外の光源を利用することも可能である。
【００２４】
　次に、図２を用いて強誘電性液晶１０のスイッチング、即ち一方の強誘電状態から他方
の強誘電状態への転移について説明する。図２に示す様に、強誘電性液晶１０に印加され
る電圧を増加させ、光透過率が増加し始める電圧値をＶ１、さらに電圧を増加させ、光透
過率の増加が飽和する電圧値をＶ２（正の閾値）とする。逆に、強誘電性液晶１０に印加
される電圧を減少させ、光透過率が減少し始める電圧値をＶ３，さらに電圧を減少させ、
光透過率の減少が飽和する電圧値をＶ４（負の閾値）とする。ここで、光透過率の高い状
態が第１の強誘電状態であり、光透過率の低い状態が第２の強誘電状態である。
【００２５】
　例えば、強誘電性液晶１０に、Ｖ２以上の電圧値を印加すると、強誘電性液晶は第１の
強誘電性状態に転移し、その後電圧を印加せずとも（即ち、０Ｖ印加）、強誘電液晶は第
１の誘電性状態を保持する。同様に、強誘電性液晶に、Ｖ４以下の電圧値を印加すると、
強誘電性液晶は第２の強誘電性状態に転移し、その後電圧を印加せずとも（即ち、０Ｖ印
加）、強誘電液晶は第２の誘電性状態を保持する。このように、強誘電性液晶は、正の閾
値以上又は負の閾値以下の電圧を印加して、所定の強誘電性状態に転移させた後は、電圧
を印加せずとも、そのままの状態を保持することとなる。
【００２６】
　図３に、本発明に係る液晶パネル２０の断面図を示す。液晶パネル２０は、図３に示さ
れるように、第１の透明ガラス基板１１ａ、第２の透明ガラス基板１１ｂ、第１の透明ガ
ラス基板１１ａ上に設けられた走査電極１３ａ、第２の透明ガラス基板１１ｂ上に設けら
れた信号電極１３ａ、走査電極１３ａ上に塗布され且つラビング処理された高分子配向膜
１４ａ、信号電極１３ｂ上に塗布され且つラビング処理された高分子配向膜１４ｂ、シー
ル部材１２、第１及び第２の透明ガラス基板１１ａ及び１１ｂの間に挟持されシール部材
１２によって封入された強誘電性液晶１０、第１の透明ガラス基板１１ａの外側に設けら
れた第１の偏光板１５ａ、及び第２の透明ガラス基板１１ｂの外側に設けられた第２の偏
光板１５ｂ等から構成した。
【００２７】
　前述した様に、第１の偏光板１５ａの偏光軸ａは、第２の誘電状態にある場合の強誘電
性液晶１０の分子の長軸方向と一致させた。また、第２の偏光板１５ｂの偏光軸ｂが、偏
光軸ａと９０°方向が異なるように、第２の偏光板１５ｂを配置した。
【００２８】
　図３には、便宜上５本の走査電極１３ａを示したが、本実施形態では、透明導電膜パタ
ーンにより構成した４０本の走査電極１３ａを液晶パネル２０の全体に渡って配置した。
また。図３には明記されていないが、本実施形態では、透明導電膜パターンにより構成し
た５０本の信号電極１３ｂを、走査電極１３ａと直行するように液晶パネル２０の全体に
渡って配置した。走査電極１３ａと信号電極１３ｂが交差する各ポイントが、液晶パネル
２０の各画素（２０００画素）となるように構成した。
【００２９】
　強誘電性液晶１０としては、クラリアント社製の「フェリックス０１５」を用い、第１
及び第２の透明ガラス基板１１ａ及び１１ｂの間に約１．７μｍの厚さで挟持した。
【００３０】
　図４に、本実施形態における液晶表示装置１００の概略ブロック構成図を示す。液晶表
示装置１００は、液晶パネル２０、制御部２１、駆動電圧波形制御回路２２、各走査電極
１３ａに電圧波形を印加するための走査駆動電圧波形発生回路２３、各信号電極１３ｂに
電圧波形を印加するための信号駆動電圧波形発生回路２４、２次電池及び光発電素子２６
（太陽電池等）を有する電源部２５、表示データ記憶部２７、ＲＡＭ３０、ＲＯＭ３１、
受信アンテナ５０及び電波時計部５１等を有するように構成した。さらに、液晶表示装置
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１００は、液晶パネル２０の周囲の照度を検出するための照度センサ４１、液晶パネル２
０水深を検出するための水深センサ４２、電源部２５の充電量を検出するための充電量検
出センサ４３、電源部２５の光発電素子２６の発電量を検出するための発電量検出センサ
４４、及び電波時計部５１が時刻情報を受信中か否かを検出するための受信状態検出セン
サ４５を含むように構成した。
【００３１】
　制御部２１は、ＲＡＭ３０又はＲＯＭ３１に予め記憶されたプログラムに従い、電波時
計部５１から受信した時刻情報等を用いて表示データを作成し、表示データ記憶部２７に
記憶し、さらに時刻情報等が液晶パネル２０に表示されるように、駆動電圧波形制御回路
に制御信号を出力するように構成した。また、電波時計部５１は、所定時間（例えば１日
２回）に受信アンテナ５０を介して時刻情報を取得し、時刻合わせを自動的に行うように
構成した。さらに、図４には明記されないが、各液晶表示装置１００の各構成は電源部２
５から電力供給を受け、制御部２１は、充電量検出センサ４３によって電源部２５の充電
量を常に把握できるように、また発電量検出センサ４４によって光発電素子２６の発電量
を常に把握できるように構成した。さらに、制御部２１は、液晶パネル２０の近傍に配置
された照度センサ４１からの出力によって、液晶パネル２０の周囲が明状態（昼間又は照
明に照らされている状態）に置かれているか又は暗状態（夜に照明の無い場所等）に置か
れているかを判断できるように構成した。さらに、制御部２１は、液晶パネル２０の近傍
に設けられた水深センサ４２からの出力によって、液晶パネル２０が、水深何メートルに
存在しているのかを判断することができるように構成した。
【００３２】
　図５に、液晶パネル２０の各画素の駆動電圧波形の一例等を示す。図５（ａ）は１本の
走査電極１３ａに印加される走査電圧波形の一例を示し、図５（ｂ）は１本の信号電極１
３ｂに印加される信号電圧波形の一例を示し、図５（ｃ）は（ａ）及び（ｂ）の合成電圧
波形を示し、図５（ｄ）は合成電圧波形（ｃ）が印加された画素の光透過率の一例を示す
。
【００３３】
　図５には２フレーム分の駆動電圧波形が示されており、図中「ＯＮ」は白表示、「ＯＦ
Ｆ」は黒表示を示している。ここでは、１回の表示データに基づく表示を実行するために
１つの走査期間を利用している。１フレームはリセット期間（Ｒｓ）及び走査期間から成
り、１走査期間は選択期間（Ｓｅ）及び非選択期間（ＮＳｅ）から成る。
【００３４】
　リセット期間（Ｒｓ）において、強誘電性液晶１０は、直前の表示状態に拘らず、前半
は白表示（透過状態）となる第１の強誘電状態に、後半は黒表示（非透過状態）となる第
２の強誘電状態に、強制的にリセットされる。リセット期間（Ｒｓ）において、走査電圧
波形（ａ）は前半では＋２０Ｖが、後半では－２０Ｖが印加されている。また、信号電圧
波形（ｂ）は所定間隔で＋５Ｖと－５Ｖの電圧が繰り返し印加されることとした。この結
果、強誘電性液晶１０の画素には、合成電圧波形（ｃ）に応じた電圧、即ちリセット期間
（Ｒｓ）の前半に正の閾値Ｖ２（図２参照）以上の電圧が、後半に負の閾値Ｖ４（図２参
照）以下の電圧が印加されて、それぞれの強誘電状態にリセットされることとなる。リセ
ット期間を設けることによって、強誘電性液晶を用いた液晶パネルにおいて、良好な表示
を持続することが可能となる。
【００３５】
　所定画素の表示データがＯＮ（白表示）の場合には、選択期間（Ｓｅ）中に正の閾値Ｖ
２以上の電圧の合成電圧波形（ｃ）が印加され、強誘電性液晶１０は白表示（透過状態）
となる第１の強誘電状態に選択される。また、非選択期間（ＮＳｅ）では、この状態が保
持され、白表示が持続する。
【００３６】
　所定画素の表示データがＯＦＦ（黒表示）の場合には、選択期間（Ｓｅ）中に負の閾値
Ｖ４以下の電圧の合成電圧波形（ｃ）が印加され、強誘電性液晶１０は黒表示（非透過状
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態）となる第２の強誘電状態に選択される。また、非選択期間（ＮＳｅ）では、この状態
が保持され、黒表示が持続する。
【００３７】
　図６に、本実施形態における液晶パネル２０の表示例を示す。図６（ａ）は、通常の時
刻表示を行っている場合の一例を示している。図中６０１側が走査電極１３ａ側とし、６
０２が信号電極１３ｂ側とした。また、液晶パネル２０は、第１の領域６１１と、第２の
領域６１２とを有するように構成した。本実施形態では、２５本の走査電極１３ａを第１
の領域に割り当て、１５本の走査電極１３ａが第２の領域に割り当てた。第１の領域６１
１は、時刻を表示するための時刻表示領域とし、第２の領域６１２は、ＡＭ／ＰＭ選択表
示、月日表示、曜日表示等の表示を行うための機能表示領域とした。
【００３８】
　図６（ｂ）は、液晶パネル２０の焼き付け防止のためにネガポジ反転した表示、即ち、
液晶パネル２０の全ての画素の表示状態を反転した表示を行っている。
【００３９】
　図７に、制御部２１が、液晶パネル２０を反転表示させるための制御フローの一例を示
す。
　最初に、制御部２１は、照度センサ４１からの出力によって、液晶パネル２０が、暗状
態にあるか否かを判断する（ステップ７０１）。液晶パネル２０が、暗状態にある場合、
液晶表示装置１００が頻繁に利用されていない状態であると判断し、その期間に後述する
反転表示動作を行うように構成した。
【００４０】
　ステップ７０１で暗状態であると判断された場合、次に、制御部２１は、受信状態検出
センサ４５の出力に基づいて、電波時計部５１が時刻情報を受信中か否かの判断を行う（
ステップ７２０）。電波時計部５１が時刻情報を受信している最中は電力を消費しており
、反転表示動作によってさらに電力を消費することから、両者を同時期に行わないように
構成した。さらに、駆動電圧を印加すると受信時にノイズが発生するため、受信状態中に
は反転表示を行わないことが好ましい。
【００４１】
　ステップ７０２で、さらに時刻情報の受信中では無いと判断された場合には、次に、制
御部２１は、充電量検出デンサ４３の出力に基づいて、電源部２５の充電量が十分か否か
（例えば、２次電池の出力電圧が１．２７Ｖ以上あるか否か）の判断を行う（ステップ７
０３）。反転表示動作は、電力を消費することから、液晶表示装置１００が暗状態にあり
且つ充電量が十分ある場合にのみ、反転表示動作を行うように構成した。
【００４２】
　ここで制御部２１は、通常の表示を行うための通常表示データとともに、ネガポジ反転
表示を行うためのネガポジ反転表示データをあらかじめ表示データ記憶部２７に作成して
記憶させておき、通常表示データからネガポジ反転表示データに切り換えるようにしてネ
ガポジ反転表示を行う。また、表示データ記憶部２７を配置する代わりに、制御部２１に
演算回路を設け、ＲＡＭ３０又はＲＯＭ３０で作成された表示データを、この演算回路に
よって反転表示データに変換して出力するようにしても構わない。
【００４３】
　次に、制御部２１は、ネガポジ反転表示（図６（ｂ）参照）を１時間継続させ（ステッ
プ７０４）、その後通常表示（図６(ａ）参照）を１時間継続させ（ステップ７０５）、
さらにネガポジ反転表示を１時間継続させ（ステップ７０６）、その後さらに通常表示に
復帰させるという反転表示動作が行われるように制御する。このように、ネガポジ反転表
示と通常表示を所定時間毎に繰り返すという反転表示動作を行うことによって、強誘電性
液晶１０の焼き付け現象を防止することができた。
【００４４】
　上記実施形態では、反転表示動作を、ネガポジ反転表示（１時間）→通常表示（１時間
）→ネガポジ反転表示（１時間）という動作としたが、各表示期間や、繰り返しの回数等
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は、適宜アプリケーションに応じて最適な期間及び回数を選択することができる。
【００４５】
　また、上記実施形態では、暗状態であり、且つ電波受信中ではない場合であって、且つ
充電量が十分にある場合に、反転表示動作を行うように制御したが、暗状態のみ、電波受
信中でない場合のみ、又は充電量が十分にある場合のみ、さらにそれらの内の適当な２つ
の条件を組合せた場合に、反転表示動作を行うように制御しても良い。
【００４６】
　さらに、上記実施形態では、反転表示動作中には、ネガポジ反転表示（図６（ｂ）参照
）を行って液晶の焼き付け防止を図ったが、ネガポジ反転表示の代わりに、液晶パネル２
０の全ての画素を黒表示（図８（ｂ）参照）するように制御しても良い。なお、通常時に
図６（ｂ）に示すような表示方法を採用している場合には、黒表示ではなく、液晶パネル
２０の全ての画素を白表示とするように制御しても良い。即ち制御部２１は、液晶パネル
２０の全ての画素の表示状態を黒又は白の一方の表示状態となるようにして反転表示を行
うように制御しても良い。
【００４７】
　さらに、上記実施形態では、第１の領域６１１及び第２の領域６１２を同時にネガポジ
反転表示させるように制御したが、図９（ｂ）に示すように、第２の領域６１２のみをネ
ガポジ反転表示させるように制御しても良い。なお、第２の領域６１２は第１の領域６１
１における時刻表示ほど、注意深く注視されることはないので、たとえは、液晶表示装置
１００の状況に拘らず、１時間間隔で、図９（ａ）と（ｂ）を周期的に切換えるように構
成しても良い。
【００４８】
　さらに上記の実施形態では、制御部２１は、ネガポジ反転表示用のネガポジ反転表示デ
ータを用いて反転表示を行ったが、電源部２５から表示パネル２０に供給される電圧の極
性を反転させるようにして反転表示を行うことも可能である。その場合、制御部２１は、
極性を反転させるための任意の電子回路を用いることができる。
【００４９】
　さらに、上記の実施形態では所定の条件が満たされると反転表示を行うように制御され
るが（図７参照）、制御部２１は、各種センサからの出力が反転表示中に変更された場合
には、反転表示を終了して、通常の表示状態に復帰するように制御しても良い。例えば、
照度センサ４１が液晶パネル２０の周囲が暗状態となった場合に反転表示を行うが、途中
で照度センサ４１が明るくなったことを示した場合には、通常の表示状態に復帰するよう
に制御されることもできる。また水深センサ４２が任意の深度を越えたことを示した場合
反転表示を行うが、（水中）懐中電灯等で照らされた場合、照度センサ４１がある照度が
得られたことを示して、反転表示を終了し、通常の表示状態に復帰するように制御するこ
ともできる。
【００５０】
　さらに、制御部２１は、水深センサ４２からの出力を利用して、予め定められた水深（
例えば水深１０ｍ以上）を越える出力がなされた場合には、周囲が暗くなるので、液晶パ
ネル２０が暗状態にあると判断するように制御しても良い。
【００５１】
　さらに、制御部２１は、太陽電池等の光発電素子２６の発電量を検出する発電量検出セ
ンサ４４からの出力を利用して、発電量が規定位以下となった場合に、反転表示するよう
に制御しても良い。光発電素子２６の発電量が低下するということは光発電素子２６に光
が当らないということであって、発電量検出センサ４４は、照度センサ４１と同様に機能
するからである。
【００５２】
　以上説明したように、本発明に係るメモリ性液晶表示装置では、通常は常に表示を継続
するような機器にメモリ性液晶表示装置に用いた場合にも、センサ出力に基づいて、反転
表示（ネガポジ反転表示、黒又は白表示等）を行える時期を決定しているので、焼き付け
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【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】本発明に係わる液晶パネルの構成例を示す図である。
【図２】本発明に用いられるメモリ性液晶の印加電圧と光透過率との関係を示す図である
。
【図３】液晶パネルの断面を示す概念図である。
【図４】本発明に係る液晶表示装置のブロック構成図である。
【図５】液晶パネルに印加される駆動電圧波形の一例を示す図である。
【図６】（ａ）は通常表示の例を示し、（ｂ）は反転表示の一例を示す図である。
【図７】本発明に係る液晶表示装置の表示制御の手順を示すフローチャートである。
【図８】（ａ）は通常表示の例を示し、（ｂ）は黒表示の例を示す図である。
【図９】（ａ）は通常表示の例を示し、（ｂ）は反転表示の他の例を示す図である。
【符号の説明】
【００５４】
　１０　　強誘電性液晶
　１１ａ、１１ｂ　　透明ガラス基板
　１３ａ　　走査電極
　１３ｂ　　信号電極
　２０　　液晶パネル
　２１　　表示制御回路
　２３　　走査駆動電圧波形発生回路
　２４　　信号駆動電圧波形発生回路
　２５　　電源部
　３０　　全画像データ用メモリ
　３１　　部分画像用メモリ
　４１　　照度センサ
　４２　　水深センサ
　４３　　充電量検出センサ
　４４　　発電量検出センサ
　４５　　受信状態検出センサ
　５１　　電波時計部
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摘要(译)

要解决的问题提供一种记忆型液晶显示装置，即使用于总是继续正常显示的装置中的记忆正液晶显示装置，也能够适当地防止老化
现象。到。 解决方案：液晶显示装置包括第一透明基板（11a），第二透明基板（11b），夹在第一透明基板和第二透明基板之间
的存储型液晶（10），第一透明基板和第二透明基板一种液晶面板（20），形成在基板上，具有多个用于驱动液晶的电极（13a，
13b）;传感器（41,42,43,44,45）以及显示控制部分（21），用于通过控制驱动电压来控制使得液晶面板根据来自传感器的输出反
转和显示。 点域4
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